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みんなでつくる安心なまち

①　消防・救急体制の充実

４
滝川地区広域消防事務組合の運営	 2億1473万円

（担当：総務課総務グループ）

　消防組織の維持・充実のため、滝川市、芦別市、赤平市、雨竜町とともに滝川地区広域消防事務組合（一
部事務組合）を設置し、その運営経費を各市町で負担します。
　主な支出は、消防職員の人件費、消防署庁舎の維持管理経費、消防団の運営費、消火栓などの消防施設
の整備更新費、消防車両の維持管理経費、救急資機材の購入費などです。
　令和３年度は、消防団の活動服・手袋の更新、第３分団の消防ポンプ車の更新、サイレン吹

すい

鳴
めい

遠隔制御
装置の更新、指令端末・通信機器の新庁舎への移転工事などを行います。

４

みんなでつくる
安 心 な ま ち
みんなでつくる
安 心 な ま ち

※掲載している事業以外の内容は、町ホームページで
お知らせしています（次のＱＲコードからリンク）。
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〈令和３年度　予算〉

②　防災体制の充実

４

排水機場の管理	 4221万円
（担当：建設課土木グループ）

　大雨による石狩川の水位上昇により、中小河川の水が石狩川に流れないときに、大型排水ポンプで強制
的に排水する施設が町内に７カ所あります。
　万一の大雨に備え、いつでも迅速に排水できるよう、水防団による水防訓練を行います。
　水防団員への報酬、排水機場の点検整備などのほか、機能診断結果から改修が必要な４カ所の排水機場
の老朽化したポンプや監視操作盤などの施設を計画的に改修します。

＜財源内訳＞
国の補助金	 190万円
道の補助金	 2269万円
浦臼町の負担	 190万円
町の負担	 1572万円

【救急排水場・排水機場位置図】

【改修】

【改修】

【改修】

【改修】

河川の維持管理	 1206万円 地域防災力の強化	 595万円
（担当：建設課土木グループ） （担当：災害対策事務局）

　町が管理する河川の土砂上げや倒木の処理など
を行い、集中豪雨などによる洪水被害の軽減を図
ります。
【令和３年度の土砂上げ実施箇所】

　防災体制の整備や自主防災会などに防災研修支
援を行います。
　また、防災および危機管理体制について、人的
強化による防災力を高めるため、防災対策専門員
を任用します。

○自主防災会の活動支援
　町と自主防災会が連携し、防災研修の開催や避
難所マニュアル作成など防災知識の向上を目指し
ます。

弥生区防災研修

排水場内部



38 〈令和３年度　予算〉

みんなでつくる安心なまち

③　生活安全体制の充実

４
安全・安心推進協会の支援	 119万円 消費生活トラブルの解決	 208万円

（担当：住民課住民活動グループ） （担当：住民課住民活動グループ）

　町内の交通安全や防犯のために活動する安全・
安心推進協会へ助成します。
　交通事故の防止や窃盗などの犯罪撲滅には、地
域住民が一丸となった自主的な取り組みが不可欠
です。
　安全・安心推進協会は、交通安全運動や青色回
転灯車両23台による防犯パトロール活動を行いま
す。

　消費生活トラブルの相談窓口を設け、皆さんか
らの相談に応じ、解決策を提案します。
　また、契約トラブルや振り込め詐欺、インター
ネット利用の架空請求など複雑なトラブルに関す
る相談に速やかに対応するため、滝川地方消費者
センターに相談業務を委託します。

【相談窓口】

名称 電話

役場住民課 76－2130

滝川地方消費者センター 23－4778
（市外局番　0125）

＜財源内訳＞
道の負担	 83万円
町の負担	 125万円

災害救助物資の備蓄	 53万円総合防災訓練の実施	 74万円
（担当：災害対策事務局）（担当：災害対策事務局）

　町では災害時に備えるため、食料品などの災害
救助物資を計画的に備蓄しています。
　令和３年度は、加熱調理が不要な食料を中心に
アレルギー対策にも配慮した食料品を保存年限ご
とに入れ替えるほか、昨今の大規模災害に備え、
備蓄食料を500名分から1100名分に増量します。

　総合的な地域防災力向上のため、３年に１度、
全町民を対象とした総合防災訓練を行います。
　開催年に当たる令和３年は、８月29日㈰にス
ポーツセンターで、各行政区からの移送訓練のほ
か、感染症対策を講じた避難所運営、開設訓練な
どを行います。

平成30年実施時（ダンボールベッドの作成） 長期保存が可能なアルファ米


